
　

山
根
玉
峰（
義
雄
）氏
は
、
昭
和
58
年

9
月
以
来
村
に
多
額
の
ご
寄
付
と
貴
重

な
作
品
を
数
々
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
村
の
児
童
生
徒
へ
の
愛
情
も
深
く
、

書
を
通
じ
て
教
育
精
神
を
教
示
さ
れ
、

新
校
舎
で
児
童
生
徒
が
使
用
す
る
木
製

の
机
と
椅
子
、
教
卓
は
山
根
氏
よ
り
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
郷
土
愛
と
情
熱
に
あ
ふ
れ
た

崇
高
な
行
為
は
衆
人
の
敬
愛
と
尊
敬
著

し
く
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
本
村
最

高
の
栄
誉
で
あ
る
名
誉
村
民
の
称
号
を

7
月
15
日
に
、
お
贈
り
し
ま
し
た
。

佐
那
河
内
村

　
　
　
名
誉
村
民
証
授
与
式

■ 掛け軸　山根玉峰氏作
　“年豊人楽”
　（ほうねんひとをたのしむ）

豊作で村人が楽しく暮
らせるようにとの思い
が込もった作品です。
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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
前
佐
那
河
内
村
長　

松
　
尾
　
　
　
肇

 　

今
年
の
夏
は
、
こ
と
の
ほ
か
暑
さ
が
厳
し
い
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
先
月
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
持
を
い
た

だ
き
、
村
長
と
し
て
村
の
か
じ
取
り
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
何
分
に
も
浅
学

非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に
務
め
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
村
政
の
方
向
と
し
て
、
下
記
の
事
柄
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
柄
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
情
報
の
共
有
と
村
民
参
加
を

基
本
姿
勢
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は

非
常
に
厳
し
く
、
今
後
も
行
財
政
改

革
に
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
な
く
し
て
こ
れ
ら
の
施
策

の
実
行
は
不
可
能
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

酷
暑
の
候
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
7
月
22
日
を
も
ち
ま
し
て
、
2
期
8
年
間
務
め
て
ま
い
り
ま
し

た
佐
那
河
内
村
長
の
職
を
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
村
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
学
校
施
設
の
耐
震
化
1
0
0
％
を
め
ざ

す
小
中
一
体
型
校
舎
等
の
新
築
、
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
、
風
力
発
電
施
設
誘

致
、
行
財
政
改
革
の
推
進
な
ど
地
方
自
治
法
の
定
め
る
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
こ
と
、
組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
に
努
め
る
こ
と
に
専
心
し
、
公
約

に
掲
げ
た
事
務
事
業
を
ほ
ぼ
達
成
で
き
ま
し
た
の
も
、
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援

･
ご
協
力
の
賜
だ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
佐
那
河
内
村
の
限
り
な
い
発
展
と
村
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
壮
健
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

村
長
就
任
に
あ
た
り

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

佐
那
河
内
村
長　

原
　
　
　
仁
　
志

１．�若者の定住促進、子育て支援と人口対策
・ 若者のUターン、Iターンを促進し、若者が

多く住む村をめざし、さらに子育て中の人
が、安心して子育てできる環境を整えます。

・ 多くの人々が本村を訪れる、にぎわいのあ
る村をめざします。

２．��高齢者が安心して暮らせる環境整備
・高齢者が気軽に利用出来る移送サービスの

創設や、高齢者が楽しく集える制度や施設
の整備に努めます。

・地域で支え合う仕組みを強化し、住民自治
を進めます。

３．�農業を基幹とした産業振興
・主力作物の生産を拡大し、若者には魅力の

ある農業を支援します。また、高齢者にも
適した作物の生産を奨励し、所得の増加を
図ります。

・基盤整備や鳥獣害対策を進め、農地を守り
農業振興に努めます。

４．�環境にやさしい村土の創造
・ゴミの分別を促進し、ゴミの排出量の削減

に努め、ポイ捨て防止を呼びかけ、美しい
村土を守ります。

・村民との協働で歴史ある美しい、農村景観
の保全に努めます。

7 月 23 日初登庁

sanagochi2



●小学校建築状況をお知らせします●

写真で見る校舎建築状況写真で見る校舎建築状況

校舎建築が進んでいます
　校舎を支える柱の鉄
筋を組んでいます。上
に行くほど柱は細くなっ
ています。また、外部
に面する円形の鉄骨柱
によって校舎全体を支
える構造となっていま
す。８月から１階部分の
コンクリート打ちをおこ
ないます。

　学童保育施設前のパーゴラの基礎コンクリート打ち
をしています。このコンクリートのかたまりの上には、
高さ２.５メートル幅２４センチメートルの柱が固定され
ます。

校舎建築が進んでいます

学校用の木製机とイスが
寄贈されました。

　７月１５日に帰村された山根玉峰さんより、新校舎で使用
される机とイスが寄贈されました。机・イス２３８セットと教

卓１２台です。今
まで使用していた
机やイスはスチー
ル製でしたが、
新校舎の木質内
装化にあわせて
材質は全て県産
材のヒノキで製作
します。
　山根さんありが
とうございます。

学校用の木製机とイスが
寄贈されました。

◆◆◆◆◆受 講 生 募 集
イングリッシュクラス

◇日　時　平成22年9月15日から平成23年7月までの毎週水曜日
◇時　間　19：00～20：30（前半クラス）　20：40～21：40（後半クラス）
　　　　　※初心者と経験者に分かれて実施します。前半・後半交替制です。
◇場　所　農業振興センター
◇定　員　各クラス10人程度　　◇内　容　未定
◇会　費　3,000円（途中での返金はしません。資料、教材代は別途必要です。）
◇締　切　9月3日㈮　　　　　  ◇申込み　教育委員会

リッチさんの
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１ 

事
務
事
業
の
見
直
し

（
１
）
会
議
時
間
の
短
縮

・
２
時
間
以
内
の
徹
底

（
２
）
補
助
金
の
整
理
合
理
化

・
補
助
目
的
、効
果
を
再
検
証
し
削
減
、

廃
止
す
る

・
二
重
支
出
が
見
込
ま
れ
る
補
助
金

・
新
規
補
助
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
セ
ッ

ト
方
式
を
導
入
す
る

（
３
）
団
体
事
務

・
自
主
運
営
を
確
立
す
る
こ
と

 

２ 

民
間
委
託
の
推
進

（
１
）
村
有
集
会
施
設
の
地
域
譲
渡

・
寺
谷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
嵯
峨
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
地
域
譲
渡

（
２
）
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

・
直
営
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

 

３ 

組
織
・
機
構
な
ど
の
改
善

（
１
）
給
食
業
務
の
統
合

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
保
育
所
年
長

児
童
の
給
食
業
務
の
統
合
を
検
討
す

る

 

４  

職
員
の
定
員
管
理
及
び
給
与

の
適
正
化

（
１
）
総
人
件
費
の
抑
制

・
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い
て
、
常

に
類
似
団
体
と
の
均
衡
に
失
し
な
い

よ
う
に
努
め
る
こ
と

・
給
与
制
度
全
般
に
つ
い
て
、
村
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
絶
え
ず
見
直

す
こ
と

・
退
職
者
補
充
は
、
必
要
最
小
限
と
し

人
件
費
総
額
を
抑
制
す
る
こ
と

（
２
）
常
勤
特
別
職
の
給
料
削
減

・
村
長
20
％
、
副
村
長
10
％
削
減
を
継

続
す
る

（
３
）
議
会
議
員
定
数
の
削
減

・
定
数
を
10
人
か
ら
８
人
に
削
減

・
議
員
報
酬
の
日
当
制
の
検
討

（
４
）
各
種
手
当
て
の
見
直
し

・
特
殊
勤
務
手
当
は
、
月
額
制
か
ら
実

態
に
応
じ
た
支
給
方
法
に
見
直
し
を

検
討

（
５
）
時
間
外
勤
務
の
縮
減

・
勤
務
時
間
２
時
間
以
内
の
徹
底

・
水
曜
日
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
徹
底

・
週
休
日
の
振
替
勤
務
の
徹
底

（
６
）
人
事
評
価
制
度
の
導
入

・
人
事
評
価
制
度
を
研
究
し
、
平
成
26

年
度
ま
で
の
導
入
を
目
標
と
す
る

 

５  

職
員
の
意
識
改
革
と
資
質
の

向
上

（
１
）
各
種
研
修
機
関
へ
の
派
遣

・
国
、
県
な
ど
の
研
修
機
関
へ
職
員
を

計
画
的
に
派
遣
し
、
資
質
向
上
に
努

め
る

 

６  

健
全
な
財
政
運
営
の
確
立
と

経
費
の
削
減
合
理
化

（
１
）
手
数
料
、
使
用
料
の
見
直
し

・
近
隣
市
町
の
実
態
を
調
査
し
、
定
期

的
に
見
直
す
こ
と

・
使
用
料
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
と

負
担
の
公
平
性
を
踏
ま
え
、
近
隣
市

町
の
実
態
を
調
査
し
定
期
的
に
見
直

し
、
歳
入
確
保
に
努
め
る
こ
と

・
職
員
駐
車
場
の
有
料
化
を
検
討

（
２
）
財
政
の
健
全
化

・
経
常
収
支
比
率
は
80
％
以
内
を
維
持

す
る
こ
と

・
実
質
公
債
費
比
率
18
％
を
め
ざ
し
、

計
画
的
な
起
債
発
行
に
努
め
る
こ
と

・
行
政
評
価
制
度
の
導
入

・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
平
成
24
年
度
に

公
表
す
る

 

７ 

経
費
の
節
減
合
理
化

・
村
内
は
IP
電
話
の
使
用
を
徹
底
す
る

こ
と

　

７
月
20
日
㈫
に
行
わ
れ
た
行
政
改
革
委
員
会
よ
り
、
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
（
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
）
に
取
り
組
む
具
体
的
な
項
目
に
つ
い
て
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
答
申
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
23
日
㈮
松
尾
前
村
長
か
ら
原
村
長
に

事
務
引
き
継
ぎ
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
５
次
行
政
改
革（　
　
　

）で

取
り
組
む
具
体
的
な
改
革
項
目
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
〜

　
平
成
26
年
度
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授
与
式
前
日
、
急
き
ょ

民
生
児
童
委
員
の
井
上
さ

ん
に
お
花
を
生
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

急
な
話
だ
っ
た
た
め
、

井
上
さ
ん
に
は
大
変
ご
苦

労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
大
変
華
や
い

だ
会
場
と
な
り
、
山
根
先

生
の
作
品
が
さ
ら
に
引
き

立
ち
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
コ
ピ
ー
済
み
用
紙
の
裏
面
再
利
用
を

徹
底
す
る
こ
と

・
事
務
用
品
の
一
括
購
入
、
一
括
管
理

を
実
践
す
る
こ
と

 

８ 

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

（
１
）
財
政
状
況
の
公
表

・
予
算
、
決
算
、
村
債
残
高
な
ど
に
つ

い
て
村
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
を

加
え
、
積
極
的
に
公
表
す
る
こ
と

（
２
）
給
与
な
ど
の
公
表

・
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
国
、

県
、
類
似
団
体
と
比
較
し
た
、
村
民

が
分
か
り
や
す
く
説
明
を
加
え
、
積

極
的
に
公
表
す
る
こ
と

（
３
）
行
政
改
革
の
進
捗
状
況
の
公
表

・
進
捗
状
況
を
毎
年
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
こ
と

（
４
）
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

・
村
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
常
に
最
新
の
情
報
に
更
新
し
、

内
容
を
充
実
さ
せ
、
情
報
公
開
を
図

る
こ
と

（
５
）
透
明
で
公
正
な
入
札
の
推
進

・
透
明
性
、
競
争
性
を
高
め
る
た
め
、

入
札
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

 

９ 

広
域
行
政
の
推
進

（
１
）
広
域
行
政
の
推
進

・
徳
島
市
を
核
と
す
る
定
住
自
立
圏
へ

の
参
加
及
び
広
域
的
な
課
題
に
つ
い

て
、
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
を
活

用
し
、
課
題
解
消
に
向
け
広
域
的
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

　
　

職
員
人
事
異
動

【
退
　
職
】

（
職
名
）　　
　
　
（
氏
名
）

副
村
長　
　
　

林　
　

利
之

　
　
　
　
（
平
成
22
年
7
月
22
日
付
）

【
昇
　
任
】

（
職
名
）　　
　
（
氏
名
）　　
（　

）
内
は
旧

総
務
企
画
課
長　

森
脇　

昇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
（
平
成
22
年
8
月
1
日
付
）

会
計
管
理
者　

富
永　

政
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
（
平
成
22
年
8
月
3
日
付
）

【
異
　
動
】

（
課
名
）　
（
職
名
）　
（
氏
名
）（　

）内
は
旧

住
民
福
祉
課　

主
査

　
　
　

東
條　

浩
文（
総
務
企
画
課
）

　
　
　
　
（
平
成
22
年
8
月
1
日
付
）

村
母
子
会
よ
り
金
一
封
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
村
民
証
授
与
式
会
場
の

掛
け
軸
と
生
け
花  　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

2
階
大
和
室　
　
　

　

永
年
活
動
を
続
け
ら
れ
て
き
た
村
母
子
会
（
会
長
大
平
美
喜
子
さ
ん
）。
会

員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
同
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
活
動
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、

今
年
7
月
に
解
散
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
母
子
家
庭
の
支
援
を
中
心
に
、
小
学
校
へ
ぞ
う
き
ん
の
寄
付
や

老
人
ホ
ー
ム
慰
問
な
ど
、
地
域
福
祉
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

7
月
22
日
㈭
副
会
長
兼
会
計
の
長
尾
益
子
さ
ん
よ
り
、『
新
し
い
学
校
の
た

め
に
つ
か
っ
て
く
だ
さ
い
。』
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

母
子
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
22
年
度

敬
老
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、長
年
に
わ
た
り
、地
域
社
会
・

村
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
高

齢
者
へ
の
感
謝
と
敬
意
、
ま
た
ご
長
寿
の

お
祝
い
を
目
的
に
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
　
時　

　

平
成
22
年
10
月
3
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら

○
場
　
所

　

佐
那
河
内
中
学
校
体
育
館

○
金
婚
の
お
祝
い

　

金
婚
に
該
当
す
る
ご
夫
妻
を
敬
老
会
の

式
典
に
お
招
き
し
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ

る
ご
夫
妻
は
、8
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
、

住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
金
婚
に
該
当
す
る
ご
夫
妻

　

昭
和
36
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
婚
姻
届
を
提
出
し
、
現
在
本

村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
ご
夫
妻

　
【
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
福
祉
課
】

　
平
成
22
年
8
月
1
日
か
ら
、

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
に
も
　

児
童
扶
養
手
当
が
　
　
　

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は

住
民
福
祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

現
在
窓
口
で
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

申
請
書
類
は
、
役
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
庭
へ
発
送
し
ま
せ
ん
。
役
場
窓
口
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
申
請
書
類
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
８
～
11
月
分
の
手
当
の
支
給

は
、
同
年
12
月
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。（
そ
れ
を
過
ぎ

る
と
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な

り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
福
祉
課
】

　招待者数　　650人（635人）

　　男　性　　254 人（250 人）
　　女　性　　396 人（385 人）
　
　最高齢者　　101 歳　　
　　　　　※ 7 月 27 日現在
　　　　　※（　）平成 21 年度

平成 22年 7月議 会 行 事 出 席 報 告議 会 行 事 出 席 報 告 〈場　所〉
（出席者）

　平成 22年第２回臨時会は、７月 13日開会され、単行案件１件の審議を行い、
原案どおり可決し、同日閉会しました。

【単行案件】
議案第 54号　佐那河内小中学校木製机・椅子購入事業契約の締結について
　949 万 2千円をもって、（株）宮崎椅子製作所との購入契約締結について議決を経るもの。
同日、議会議員補欠選挙で当選された伊藤博美氏を文教厚生委員に選任。

議会だより
第２回　臨時会

 ７月２日 徳島市議会正副議長就任挨拶の為来村〈役場〉（加藤議長対応）
 同日 徳島県町村議会議長会理事会・事務局長合同会議〈ホテル千秋閣〉（加藤議長、吉本事務局長）
 12日 第37回日独スポーツ少年団交流日本派遣団参加者壮行会〈農振Ｃ〉（加藤議長）
 13日 平成22年第2回村議会臨時会〈会期は1日間〉（全議員）
 同日 村議会全員協議会〈農振Ｃ〉（全議員）
 14～16日 農業委員会視察〈富山県外〉（瀧倉農業委員）
 18日 第27回徳島県消防操法競技大会〈吉野川運動場〉（加藤・長尾正副議長）
 20日 7月分例月出納検査〈役場〉（西川・仁羽監査委員）
 21日 東四国横断自動車道建設促進期成同盟会総会〈阿波観光ホテル〉（加藤議長）
 28日 村農業委員会総会〈農振Ｃ〉（瀧倉農業委員）
 30日 森林基幹道「大川原旭丸線」開設期成同盟会総会〈ホテル千秋閣〉（加藤議長、尾山総務産業建設委員長）
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　村消防団第２分団は、第３分団とともに、団員数が
最も少ない分団でありますが、昨年11月より練習を開

始し、例年にも増して練習を重ねてまいりました。結果として本番当日は、規
定タイムの45秒には2秒ほど届きませんでしたが、練習の成果を十二分に発
揮し期待をいたしましたが、残念ながら、上位入賞とはいきませんでした。
　各選手ともきびきびとした立派な操法の披露でした。
　今回の操法大会出場を通して得た技術と消防精神は、今後の消防団活動に活
かされることと思います。
　選手の皆さん、松尾村長、加藤議長、また、応援に駆けつけていただいた皆
様、大変お疲れ様でした。
　今後とも村消防団に対するご支援をよろしくお願いします。

　消防団員のポンプ操法の技術を競う県
消防操法競技大会が 7 月 18 日、徳島市
内の吉野川運動広場で開かれ、村消防団
第 2 分団が名東地方分会の代表として
出場しました。

岡山団長の話

■村消防団第 2 分団

第２７回徳島県消防操法競技大会に出場！

■
村
消
防
団
よ
り
お
願
い

　

火
災
発
生
時
に
は
、
消
防
団
員
は

出
動
し
、
消
火
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
時
、
消
防
車
格
納
庫
の
前
や

消
火
栓
の
上
に
車
な
ど
が
駐
車
し
て

い
た
ら
消
防
車
が
出
動
で
き
ず
、
消

火
作
業
に
も
支
障
を
き
た
し
、
大
惨
事
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
河
川
へ
の
進
入
路

及
び
格
納
庫
前
並
び
に
消
火
栓
の
付
近
に
は
、
車
な
ど
の

駐
停
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
救
急
搬
送
車
出
動
中
の
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
に
つ
い
て

　

本
村
の
救
急
搬
送
車
は
、
救
急
救

命
士
な
ど
の
同
乗
が
な
く
、
医
療
処

置
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
一
刻
も

早
く
安
全
に
病
院
へ
搬
送
す
る
こ
と

が
使
命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
救

急
搬
送
車
の
搭
乗
者
は
、
走
行
車
線
を
空
け
て
い
た
だ
く

た
め
や
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
赤
色
灯
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
走
行
し
て
い
ま
す
。

　

近
所
の
皆
さ
ん
へ
の
配
慮
や
気
兼
ね
か
ら
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
さ
な
い
で
と
の
ご
依
頼
が
あ
り
ま
す
が
、
救
急
搬
送

車
が
事
故
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

サ
イ
レ
ン
や
赤
色
灯
は
、
出
動
の
依
頼
が
あ
っ
て
か
ら

病
院
ま
で
鳴
ら
し
続
け
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

出場された選手の皆さん、
お疲れ様でした。
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地上デジタル放送受信のための支援について地上デジタル放送受信のための支援について地上デジタル放送受信のための支援について
経済的な理由で「地上デジタル放送」がまだ受信できていないひとに！

１．支援を受けられる人は？
　①生活保護などの公的扶助を受けている世帯
　②障がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世帯
　③社会福祉事業施設に入所されていて、自らテレビを持込んでいる世帯
　上記のいずれかに該当し、「ＮＨＫの放送受信料が全額免除」されている世帯です。

２．支援の内容は？
　■簡易チューナー（１台）を無償で給付します。（テレビは給付しません）
簡易チューナー（１台）を無償給付することにより、現在ご利用中のテレビ（アナログテレビ１台）で地上デジタル
放送を視聴できます。
簡易チューナー（１台）は、基本的にお住まいまで訪問して設置し、操作説明を行います。

　■アンテナ工事などが必要な場合は無償で工事を行います。
簡易チューナー（１台）の設置のみでは地上デジタル放送が視聴できない場合は、屋上アンテナなどの無償改
修を行います。

　■地上デジタル放送対応のために共同受信施設の改修費、ケーブルテレビの改修費などが必要になる場合には、
その必要最低限の初期費用を負担します。（月々の料金は負担しません）なお、この場合、領収書または請求
書（原本）や見積書などの工事関係書類が必要となります。

３．支援受付期間＜平成２２年度分＞
　　平成２２年４月１６日～平成２２年１２月２８日（消印有効）

支援の申込方法は？
　「チューナー支援申込書」「ＮＨＫ受信料免除申請書」は、各市
町村に用意しています。

支援に関する問合せ先は？
■総務省地デジチューナー支援実施センター
　•ナビダイヤル：０５７０－０３３８４０
　•ＦＡＸ　：０４４－９6６－８７１９
　　※ナビダイヤルが利用できない場合は、０４４－９６９－５４２５
■受付時間：平日　　　　　午前９時～午後９時
　　　　　　土・日・祝日　午前９時～午後６時

悪質商法にご注意ください！悪質商法にご注意ください！
この支援による簡易なチューナー
の設置やアンテナの改修などをし
たことにより、費用を請求するこ
とはありません。
○テレビ調査員や工事業者を名乗って不
正な請求をしたり、電話などにより金銭
の振り込みを要求する『振り込め詐欺(さ
ぎ)』が発生しています
○地上デジタル放送に関する誤った情報
や不十分な情報に基づいて関連商品や
サービスを売りつける悪質商法にご注
意ください。
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徳島県知事表彰受賞 日下武弘さん（龍渕）6/13
（日）

ソフトテニス、安藝さん・瀧本さん
　７月18日の県大会でベスト８（6位）に入賞し、今回の四国大会
出場を勝ち取りました。
　『お互いに声を出し合って力一杯プレーした結果です。』と話して
くれた安藝さん。『橋本先生・藤村先生の指導のおかげで四国大会
へ行くことができます。』と恩師に感謝する瀧本さん。
　四国大会での意気込みを伺うと、『声を出して、強気で自分たちら
しいプレーをし、狙うは全国大会！』　と力強く話してくれました。
（四国大会は、8月7，8日愛媛県松山市にて開催。）

陸上競技　女子1500ｍ、吉田さん　
　県大会（7月11日予選、18日決勝）で3位入賞を果たし、四国大会出
場を勝ち取りました。
　『県大会での記録は、自己ベストの5分10秒73でした。四国大会では、
最後まであきらめることなく粘って、気持ちで負けないようがんばっ
てきます！』と力強く話してくれました。
（四国大会は、8月7，8日香川県丸亀市にて開催）

音楽部（部長　高根　美幸さん）
　7月22日に開催された県大会で見事金賞に輝き、昨年に引き続き四
国大会出場を勝ち取りました。
　『曲のイメージを大切にして、演奏曲“雪の森”なら雪の上を歩くよ
うな気持ちになって、“アヴェ・マリア (Ave Maria)”なら、マリア様
を祝福する気持ちを込めて歌いました。四国大会でも2曲の持つイメー
ジを思い浮かべ、音程を大切にし、歴代の先輩たちに恥じないようが
んばってきます！』と話してくれました。（四国合唱コンクールは、8
月28日愛媛県松山市にて開催）

佐那河内中学校音楽部　第50回四国合唱コンクール出場!!
同校3年　安藝　達哉さん・瀧本　健介さん（ソフトテニス）、
同校１年　吉田　梨央さん（陸上1500ｍ）第48回四国中学校総合体育大会出場!!

　永年にわたる『徳島県納税貯蓄組合連合
会』役員としての功績が認められ今回の表彰
となりました。
　日下さんおめでとうございます。

四国大会に向け、毎日練習に取り組む中学生たちに、その意気込みを伺ってきました！

自分たちの力で勝ち取った四国大会出場！
　今までの練習の成果を十分に発揮して、悔いのない四国大会になりますように！

佐那河内中学生　四国大会出場決定！！
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徳島市立とくしま動物園第13回写生大会7/10
（土）

　「受賞者の名前は、光々渚だけど、実は光夏
と光々渚がふたりで協力しながら2枚の絵を
仕上げて応募し、光々渚の名前の作品が特選
に選ばれました！」
　とお母さんが話してくれました。
　この絵は、徳島市のとくしま動物園で８月
22日㈰まで展示されています。

7/13
（火）

オカリナの音色とともに、楽しく歌いました！

　大川原オカリナクラブとコーラスグループ“うぐいす”（介護予防
事業）が交流会を行いました。
　オカリナの演奏に合わせて｢夏は来ぬ｣や｢雨ふり｣などの季節の歌
や｢エーデルワイス｣など全部で16曲歌いました。
　また、アンコールでは、｢琵琶湖周航の歌｣を演奏していただき、
オカリナの素晴らしさを肌で感じることができました。
　参加者は、オカリナの美しい音色に合わせて歌うことができ、｢い
つも以上に良い声を出すことができた。｣ととても喜んでいました。
　今後も地域包括支援センターでは、コーラスの参加者を募集しています。介護予防、認知症予防に皆さん
も一緒に歌いませんか？
　詳しくは、地域包括支援センターまで　℡：６７９－３３８３　ＩＰ：５７９０

　高樋集落排水
処理場前の園瀬
川で、西内・竹
田両園瀬川漁協
理事指導の下、伝統漁法である｢しゃくり漁｣を使っ
た鮎漁をしました。また、専門スタッフと一緒に川
遊びも体験しました。
　参加した児童たちにとって、村の自然を肌で感じ、
川への関心が深まる体験塾となったようです。

　この事業は、（財）自
治総合センターの助成を
受けて実施しました。

7/23
（金）

コミュニティ助成事業（青少年健全育成助成事業）

自然体験塾開催

～地域包括支援センター事業～

保育所の部　特選　佐那河内保育所　桑原光々渚ちゃん（宮前）
こ     こ    な

こ  なつ

光夏ちゃん（左）光々渚ちゃん（右）

sanagochi10



　

広
報
さ
な
ご
う
ち
で
５
・
６
・
７
月
の
３

回
に
わ
た
り
、
講
演
内
容
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
南
国
市
学
校
教
育
課
長
正
木
敬
造
さ

ん
の
お
話
に
惹
か
れ
、
７
月
12
日
㈪
南
国

私
立
国
府
小
学
校
へ
視
察
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
南
国
市
な
ら
で

は
の
食
文
化
、
そ
れ
を
支
え
る
風
土
や
生

産
に
関
わ
る
人
々
の
姿
は
、
か
け
が
え
の

な
い
“
教
育
財
産
”
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
生
命
の
源
で
あ
る
食
を
め
ぐ

る
教
育
財
産
を
積
極
的
に
学
校
教
育
に
生

か
し
て
い
こ
う
と
取
り
組
む
姿
勢
で
し
た
。

☆
気
候
・
風
土
に
思
い
を
よ
せ
て

　
　
～
こ
だ
わ
り
の
10
年
～

・
地
元
米
中
山
間
地
の
棚
田
米
を
使
用
す

る
こ
と
で
放
棄
地
が
減
り
、
生
産
者
の

意
欲
向
上
（
平
成
9
年
か
ら
）。

・
平
成
15
年
か
ら
週
5
日
の
米
飯
給
食
実

施
。

・
地
元
食
材
安
定
供
給
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
と

連
携
。

・
学
校
の
花
壇
を
菜
園
に
し
、「
今
日
の

食
材
は
、
何
年
生
の
○
○
さ
ん
が
育
て

た
ピ
ー
マ
ン
が
入
っ
て
い
ま

す
。」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
流
れ
る
学
校
。

・
訪
問
先
の
国
府
小
学
校
で

は
、
自
分
の
焼
い
た
お
茶
わ

ん
で
の
給
食
や
、
高
知
県
の

食
文
化
皿
鉢
料
理
を
地
元
の

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
と
協
力

し
て
作
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
廊
下
い
っ
ぱ
い
30

ｍ
の
ロ
ン
グ
巻
き
寿
司
を
地

元
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て

作
っ
て
い
る
学
校
も
あ
り
、

学
校
ご
と
に
特
色
の
あ
る
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
基
本
は
や
っ
ぱ
り
「
家
庭
」。

給
食
や
そ
の
他
学
校
で
の
取

り
組
み
を
通
し
て
「
食
」
が
家

庭
の
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
学
校
便
り
で
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
学
校
で
の
取
り
組
み
が
家

庭
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実

感
。

・「
米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー
」

平
成
9
年
か
ら
Ｊ
Ａ
南
国
市
評

議
会
が
主
体
で
田
植
え
・
稲
刈
り
を

実
施
し
て
い
る
。『
ほ
か
ほ
か
ご
は
ん

を
食
べ
る
度
に
生

産
者
や
協
力
者
の

思
い
が
伝
わ
り
、

感
謝
を
忘
れ
な
い

で
味
わ
う
よ
う
に

な
っ
た
。』
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

さ
す
が
「
地
産

地
消
と
食
育
を
上

手
に
組
み
合
わ

せ
、
私
が
日
本
一

幸
せ
と
思
う
子
ど

も
を
育
て
て
い
る
自
治

体
」
と
小
泉
武
夫
さ
ん

（
元
東
京
農
大
教
授
）

が
賞
賛
す
る
南
国
市
。

　

そ
の
背
景
を
知
り
、

今
ま
で
の
お
い
し
い
佐

那
河
内
村
学
校
給
食
な

ら
で
は
の
給
食
プ
ラ

ス
、
こ
の
村
を
子
ど
も

た
ち
が
誇
れ
る
食
文
化

と
は
い
っ
た
い
何
か
？

ホ
カ
ホ
カ
ご
は
ん
を
噛

み
し
め
な
が
ら
考
え
さ

せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

～
炊
き
た
て
ご
は
ん
の
向
こ
う
に
見
え
る
子
ど
も
の
笑
顔
そ
し
て
、

　
　
家
庭
用
電
気
炊
飯
器
か
ら
の
炊
き
た
て
ご
は
ん
給
食
を
い
た
だ
い
て
～

佐
那
河
内
村
健
康
づ
く
り
の
会
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

■ 今こそ出番、暑い夏！生ゴミ処理に困っていませんか？
　一握りのキトサンボカシを生ゴミと一緒に入れるだけで、臭いも虫（小バエ・ハエ・ゴキブリなど）もシャットアウト！
畑の土づくりにも大活躍です。
　キトサンボカシの作り方など詳しいことは、『生ゴミを宝にしたい隊』代表多仁政子（６７９－２０２８）までご連絡ください。
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あなたが知っている徳島の魅力を全国へ！
お店のＣＭを作って、インターネットで放映しよう！
あなたが知っている徳島の魅力を全国へ！
お店のＣＭを作って、インターネットで放映しよう！
あなたが知っている徳島の魅力を全国へ！
お店のＣＭを作って、インターネットで放映しよう！
　特産品・名産品情報を全国へ発信したい人、地域の情報を発信し、活性化を図りたい人、
オリジナルＣＭを作って、インターネットで放映しませんか。
　参加料は無料です。次の日程・会場で開催しますので、関心のある人はご連絡ください。

《開催日時・場所》
○徳島会場 ふれあい健康館（徳島市沖浜東2-16） ○小松島会場 小松島商工会議所（小松島市小松島町字新港36）

■受講受付　受付方法：ファクシミリ：088-654-9019または　電子メール：fom-tokushima@cs.jp.fujitsu.com
■定員：20人（受講の可否については後日連絡させていただきます。）
■委託事業者：富士通エフ・オー・エム株式会社

●お申込方法●

※有料駐車場があります。

※駐車場に限りがあります。公共交通機関でお越しください。

～『観光立県とくしま』実現へ向けた県民プロモーターとして～

魅 力 発 信
とくしま推進事業
魅 力 発 信

とくしま推進事業

コース名 日程（2日間コース） 時　　間

徳島Ａ 9月1日㈬、9月8日㈬ 9:30～12:00

徳島Ｂ 9月17日㈮、9月28日㈫ 9:30～12:00

徳島Ｃ 9月29日㈬、10月5日㈫ 14:00～16:30

徳島Ｄ 10月1日㈮、10月8日㈮ 9:30～12:00

コース名 日程（2日間コース） 時　　間

小松島Ａ 9月15日㈬、9月22日㈬ 14:00～16:30

小松島Ｂ 10月12日㈫、10月18日㈪ 14:00～16:30

38
その

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

　

こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
の
伊
藤
浩
太
郎
で
す
。
早
い
も
の
で
佐
那
河
内
に
来
て
も
う

４
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
生
き
物
」
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。
佐
那
河
内
に
来
て
か
ら
は
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
カ
エ
ル
や
サ
ワ
ガ
ニ
も
、
実
家
の
あ
る
神
奈
川
県
で
は
わ
ざ
わ
ざ
見

に
行
か
な
い
と
見
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
か
な
り
興
味
深
く
、
追
い
か
け
た

り
捕
ま
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
「
カ
ン
タ
ロ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
で
か
太
い

ミ
ミ
ズ
、
街
灯
の
下
に
現
れ
る
カ
ブ
ト
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
、
と
驚
き
の
連
続
で
す
。

　

ま
た
、
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
が
こ
ん
な
に
も
よ
く
聞
こ
え
る
こ
と
は
実
家
で
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
動
物
園
だ
け
で
の
存
在
で
、
道
路
脇
で
見

ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も
珍
し
く
思
え
ま
す
。

　

先
月
、
大
川
原
高
原
で
ア
ジ
サ
イ
を
見
ま
し
た
が
、
そ
の
数
に
も
美
し
さ
に
も
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
農
作
物
が
生
長
す
る
様
子
か
ら
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
迎
え
る
季
節
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
と
な
る
だ
ろ
う
モ
ノ
コ
ト
と

の
出
会
い
が
楽
し
み
で
す
。

　

９
月
に
は
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

中
間
研
修
」
が
あ
り
ま
す
。
私
を
含
め

全
国
各
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
協
力
隊

が
東
京
に
集
ま
り
、
お
互
い
に
活
動
報

告
を
行
い
ま
す
。
協
力
隊
の
仲
間
た
ち

に
会
え
る
こ
と
、
そ
し
て
ど
ん
な
活
動

報
告
が
聞
け
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
私
も
ほ
か
の
協
力
隊
の
み
ん
な
に

参
考
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
報
告
が

出
来
る
よ
う
に
、
今
後
も
一
生
懸
命
活

動
し
、
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
月
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

sanagochi12



佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会

佐那河内村の人権教育　　VOL.164

心
の
遣
い
方

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

さなごうちスポーツクラブ案内さなごうちスポーツクラブ案内

〈農振センター〉　  2階和室
 ※健康運動教室　
　 20：00～21：00
 

〈中学校体育館〉
 卓  球
　 19：30～21：30
 ※バドミントン　
　 20：00～22：00

●お問い合わせ●
　さなごうちスポーツクラブ事務局
                         （教育委員会内）
　☎679-2817　IP5006

・※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加
入の手続きをしてください。

・日程は変更する場合があります。

9月

スポーツ振興くじ助成事業

卓　球

卓　球

バドミントン

バドミントン
健康運動教室

健康運動教室

バドミントン

    1 2 3 4 

 5 6 7 8 9 10 11 

 12 13 14 15 16 17 18 

 19 20 21 22 23 24 25 

 26 27 28 29 30 

日 月 火 水 木 金 土

　「
心
遣
い
」と
は
、
心
を
遣
う
す
べ
て
の
働
き
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
生
活
し
て
い
る

中
で
常
に
心
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
そ
の
時
の
心
の
遣
い
方
が
道
徳
的（
私
た
ち

の
行
動
の
善
し
悪
し
や
適
否
を
示
す
基
準
と
な
っ
て
い
る
も
の
）で
あ
る
か
ど
う
か
が

重
要
で
す
。
た
と
え
ば
自
分
で「
よ
い
こ
と
」「
正
し
い
こ
と
」と
信
じ
て
行
動
す
る
と
き

で
も
、
そ
の
心
遣
い
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
、
自
分
の
価
値
観
や
経
験

の
み
を
良
と
す
る
自
己
中
心
的
な
思
い
込
み
に
陥
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
形
で
は
道
徳
的
に
見
え
る
行
い
も
、
そ
の
心
遣
い
が
自
己
中
心
的
・
利
己
的
な

も
の
な
ら
ば
、
相
手
に
不
快
感
を
与
え
ま
す
。
家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
の
身
近
な
生

活
の
場
で
、
い
く
ら
正
し
い
と
思
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
価
値
観
を
基
準
に
し

て
相
手
や
周
囲
に
押
し
付
け
る
よ
う
で
は
良
好
な
人
間
関
係
は
築
け
ま
せ
ん
。
　

　
自
分
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
他
人
を
苦
し
め
て

い
る
場
合
は
本
当
の
意
味
で
の
心
遣
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
逆
に
行
為
に
表
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
、
よ
い
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
た
場
合
は
、
相
手
も
周
囲
の
人
も
喜
ぶ
こ
と
で

し
ょ
う
。
心
遣
い
の
大
切
さ
は
、
だ
れ
も
が
日
常
生
活
の
場
面
で
実
感
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し「
よ
い
こ
と
を
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
よ
い
結
果
が
得
ら

れ
な
い
の
か
」と
い
う
思
い
を
抱
い
た
と
き
は
、
ま
ず
自
分
の
心
の
遣
い
方
を
反
省
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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第123号

●善意銀行だより●

　上記の預託金は、社会福祉の
ために役立ててくださいと寄せ
られたものです。善意によって
膨らんだ預託金を元金とした利
子を活用し、地域福祉事業など
の推進のため、有意義に活用さ
せていただきます。ありがとう
ございました。

●太 尾　勝 一 様
　　　 …………金一封

　７月28日㈬村内巡回献血
（400mlのみ）を実施しまし
た。受付53人（内献血者45人）
のみなさんよりご協力いただ
きました。
　献血量が減少するなか、安
定的な献血量を確保するた
め、今後ともご協力よろしく
お願いします。
　なお、県血液センター、シビックセンターでは、成分献血・400ml
献血ができます。

「困ったな…」そんな時、ご相談ください！
   シルバー人材センターへ
「困ったな…」そんな時、ご相談ください！
   シルバー人材センターへ

「困ったな…」そんな時、ご相談ください！
   シルバー人材センターへ

こんなとき人材センターへ
★新たに人を雇うほどではないが、決まった時間内に一定の仕事を処理し
なければならないとき
★家庭内の修繕、草刈り、家事手伝いなど一般家庭で処理しなければなら
ない簡単な仕事が生じたとき高齢者にもできる仕事がありましたら是非
センターにご一報ください。

仕事を発注（申込み）するには？
★電話などで仕事の発注（申込み）をいただいた場合、仕事の内容・条件
について話し合いのうえ、１日または１時間当たりの配分金（就労会員への仕事の対価）

及び事務費（配分金10％）を話し合いの上決定します。
（例）配分金5,000円＋500円の事務費
★直接発注していただく場合は、村社会福祉協議会にお越し
ください。

★仕事が完了しますと、確認の上契約金をセンターに支払っ
ていただきます。

★仕事をした会員の配分金は、センターから支払います。

会員も募集中!会員も募集中!

献血にご協力ありがとうございました。

申込み・問い合わせ　   村社会福祉協議会内シルバー人材センター

チョキ
チョキ

ありがとう

ありがとう
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●がん検診日程及び場所
検診日程・【申込期限】 検診場所 受付時間

９月４日（土）【 ８月27日（金）】
徳 島 県 総 合
健 診 セ ン タ ー

9：30〜11：00
 (婦人科検診は11：00〜12：00）10月２日（土）【 ９月24日（金）】

11月６日（土）【10月29日（金）】

12月3日（金）【11月19日（金）】 農業振興センター
9：00〜11：00　

※婦人科及び骨密度検査は13：00〜13：30ですが、
　乳腺・甲状腺検診は、午前中も受付しています。

●がん検診内容及び負担金（検査対象は、村民に限ります。）
検診内容 対　　象　　者 負担金

胃 が ん 検 診 40 歳以上の人 500 円

肺 が ん 検 診 40 歳以上の人（65 歳以上の人は、結核検診を含みます） 100 円
喀 痰 検 査 肺がん検診受診者で、肺がんの危険性が高いと認められた人 300 円
大 腸 が ん 検 診 40 歳以上の人 300 円

肝炎ウイルス検査

①平成 22 年度において満 40 歳となる人（昭和 45 年 4 月
1 日〜昭和 46 年 3 月 31 日生まれの人）　　　　　　　

②平成 14 年度から平成 21 年度までの間に、肝炎ウイルス
検査の対象者であって、受診の機会を逸した人

300 円

前 立 腺 が ん 検 診 50 歳以上の人（男性のみ） 1,000 円
骨 密 度 検 査 40 歳以上の人 400 円

（ 婦 人 科 検 診 ）
子 宮 が ん 検 診

20 歳以上の人（女性のみ）
※ 2 年に 1 回の受診が標準です。（原則として、平成 21 年

度に受診された人は、平成 23 年度に検診を受けてくだ
さるようお願いします。）

400 円

（ 婦 人 科 検 診 ）
乳腺・甲状腺検診

40 歳以上の人（女性のみ）
※ 2 年に 1 回の受診が標準です。（原則として、平成 21 年

度に受診された人は、平成 23 年度に検診を受けてくだ
さるようお願いします。）

※ 12 月 3 日（金）は、午前中も受付します。

1,050 円

※生活保護受給者は、負担金は無料です。
※12月3日（金）の村内で行う健診では、歯科健診も行います。歯科健診の負担金は無料なので、

この機会にぜひ受診してください。

　がん検診を次の日程で実施します。受診を希望される人は、事前予約が必要です。各検診日程の申
し込み期限までに、住民福祉課保健衛生係までお申し込みください。

平成22年度 がん検診のお知らせ

　夏場は、花火大会や夏祭りなど、夜間外出する機会が増えます。
　楽しいひとときを過ごした帰り道、あなたの存在を自動車やバ
イクなどに知らせてくれるのが “反射材 ”です。
　夜間外出する際には、反射材を身につけるようにしましょう！

7月・8月は
シートベルト・
チャイルドシート
着用推進県民運動
の期間です！

反射材を活用して、交通事故から自分の身を守ろう !反射材を活用して、交通事故から自分の身を守ろう !
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　不眠は心の不調のサインです。このほか「全身がだる
い」「食欲がない」など何か問題を感じたら医療機関や精
神保健福祉センター、各保健所などに相談してください。

　さまざまな悩みを抱え、お困りの人または、法律問題で
お困りの人は次の専門相談実施機関までお電話ください。

●精神保健福祉センター　088－602－8911
●徳島保健所　　　　　　088－602－8905
●吉野川保健所　　　　　0883－24－1114
●阿南保健所　　　　　　0884－28－9878
●美波保健所　　　　　　0884－74－7343
●美馬保健所　　　　　　0883－52－1017
●三好保健所　　　　　　0883－72－1122

※相談時間は土・日・祝日・年末年始を除く　８：30～17：00
精神保健福祉センターについては、土・日・祝日・年末年始
を除く　９：00～16：00です。

●とくしま自殺予防センター　088－602－8911
　９：00～16：00（土・日・祝日、年末年始除く）
●徳島いのちの電話
　088－623－0444（９：30～24：00）
　0883－52－4440（９：00～17：00/月～金）
　0884ー23－4440（18：00～21：00）
　0883－76－0444（18：00～21：00/月～金）
●夜間無料電話法律相談（徳島弁護士会）
　088－652－5908
　088－652－3017
　相談時間　毎週水曜日　19：00～20：30

疲れているのに眠れない日が
２週間以上続く

疲れているのに眠れない日が
２週間以上続く

ひとりで悩まずに、相談してください。

徳島いのちの電話チャリティーコンサート

●内　　容　主婦ユニット「コクーン」コンサートと自殺予防アピー
　　　　　　ルのメッセージ
●出　　演　主婦ユニット「コクーン」・徳島いのちの電話関係者
●日時会場　2010年10月１日（金）19：00～21：00
　　　　　　　コスモホール（羽ノ浦情報文化センター）
　　　　　　2010年10月２日（土）14：00～16：00
　　　　　　　あわぎんホール（徳島県郷土文化会館） ４Ｆ大会議室
　　　　　　2010年10月３日（日）14：00～16：00
　　　　　　　三好市保健センター
●入 場 料　大人・前売り1200円（当日1500円）
　　　　　　学生・前売り1000円（当日1200円）
　　　　　　小中学生・無料

　　（収益金はいのちの電話の運営資金に繰りこまれます）
●チケット取扱店　平惣・小山助学館・さくら書房・ダイキまなべ店
　　　　　　　　 ・徳島いのちの電話事務局
●問い合わせ　徳島いのちの電話
　　　　　　　社会福祉法人　徳島県自殺予防協会　担当　木村
　　　　　　　徳島市昭和町７-40-６　TEL088-652-6171　　　
　　　　　　　FAX088-623-9141

高齢者・障害者の
人権あんしん相談
高齢者・障害者の
人権あんしん相談
　徳島地方法務局及び徳島県人権擁
護委員連合会では、9月6日㈪から12
日㈰までの7日間は全国一斉「高齢者・
障害者の人権あんしん相談」強化週間
として、平日は午前8時30分から午
後7時まで、土曜日・日曜日は午前
10時から午後5時まで特別に電話相
談を受け付けます。

　電話番号は
　　「088-622-4894」です。
　ひとりで悩まず気軽に相談してくだ
さい。秘密は固く守られます。

「母が伝えるいのちの歌  cocoon（コクーン）ライブ」のご案内

8月は 村県民税（第2期分）・国民健康保険税（第2期分）　　　　
介護保険料（第2期分）・後期高齢者医療保険料（第3期分）の納期です。

死亡おくやみ申し上げます（敬称略） 結婚おめでとうございます（敬称略）

出産おめでとうございます（敬称略）

個人情報に関する内容のため削除しています。
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時 所 対
持 問

日 曜 行　　事　　名 とき・ところ 備　　考

24 火 健康料理教室 10：00〜10：15（受付）
農振センター１階（会議室）

　健康づくりに関心のある方　 材料代
200円、米１合、エプロン、筆記用具など

25 水 廃ビニール・古紙など収集日 8：30〜11：00
追上駐車場

27 金 健康相談
寺谷生改センター10：00〜11：00
保健センター13：30〜14：00
根郷集会所14：15〜14：40

30 月 いきいき体操教室 13：30〜15：30
嵯峨老人憩いの家

　医師から運動制限を受けていない概
ね 65 歳以上の方　 運動しやすい服装

31 火 夏季休業最終日 小・中学校

1 水 廃ビニール・古紙など収集日 8：30〜11：00
追上駐車場

3 金 健康相談
桜集会所10：00〜11：00
宮前公民館11：15〜11：40
嵯峨生改センター13：30〜14：30
嵯峨老人憩の家14：40〜15：20

6 月 いきいき体操教室 13：30〜15：30
寺谷生活改善センター

　医師から運動制限を受けていない概
ね 65 歳以上の方　 運動しやすい服装

8 水 廃ビニール・古紙など収集日 8：30〜11：00
追上駐車場

9 木 わんぱく広場 10：00〜11：20
保育所

子ども劇場
10：45 〜

10 金 健康相談
寺谷生改センター10：00〜11：00
保健センター13：30〜14：00
根郷集会所14：15〜14：40

11 土 清流祭 中学校

13 月 心配ごと相談・人権擁護相談 9：00〜12：00
農振センター２階（小和室）

15 水 廃ビニール・古紙など収集日 8：30〜11：00
追上駐車場

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所
時
所

所

時
所

時
所

時
・
所

時
・
所

時
・
所

対

対

対

持

持

持

8/

9/

●子育て支援事業　砂の造形＆バーベキュー大会●●子育て支援事業　砂の造形＆バーベキュー大会●●子育て支援事業　砂の造形＆バーベキュー大会●
☆目的　自然との触れあい、仲間との交流を通して、親子の絆

を深め、子育ての悩みを軽減し、子育ての楽しさを再
発見!!

☆対象　子育て中の親子（３歳～小学６年生以下）　40組
☆日時　平成22年10月24日㈰10時～15時
☆場所　板野郡松茂町豊岡字山ノ手　徳島県月見ヶ丘海浜公園

☆集合場所　月見ヶ丘海浜公園　10時
☆送迎バス　南部－那賀川　道の駅から
　　　　　　西部（相談に応じます）
☆参　加　費　１人につき500円
☆申込締切　10月４日㈪

（財）徳島県母子寡婦福祉連合会　〒770‒0943　徳島市中昭和町１丁目２　県立総合福祉センター　２Ｆ
 TEL：088‒654‒7418　FAX：088‒654‒7414　メール：tk-boshi@proof.con.ne.jp　　　担当：池田

お問い合わせ・お申込先
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暑
い
時
に
は
、
涼
し
く
な
る
よ
う
な
話
が
好
ま
れ

る
の
で
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
怖
い
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

佐
那
河
内
の
古
い
言
い
伝
え
に
、
妖
怪
の「
小
豆

洗
い
」
と
い
う
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
夜
、
川
の
近

く
を
通
る
と
ど
こ
か
ら
か
小
豆
を
洗
う
よ
う
な
音
が

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
全
国
的
に
も
有
名
な
話
で

す
か
ら
、
漫
画
家
の
水
木
し
げ
る
の
描
い
た
小
柄
な

お
じ
さ
ん
の
絵
を
見
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
、
一
見
何
処
に
で
も
居
る
よ
う
な
妖
怪
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。村
内
で
見
ら
れ
た
場
所
は
根
郷

の
辺
り
で
、こ
の
周
辺
で
は
村
で
唯
一
の
古
墳
が
あ

り
、他
に
も「
太
田
の
狸
」「
高
入
道
」と
い
っ
た
人
を

化
か
す
狐
狸
や
妖
怪
が
い
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い

ま
す
か
ら
、園
瀬
川
と
根
郷
川
が
合
流
す
る
一
帯
は
昔

か
ら
人
以
外
の
も
の
も
集
ま
り
や
す
い
場
所
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
小
豆
洗

い
で
す
が
、
こ
の

妖
怪
は
人
に
悪
さ

を
す
る
と
い
う
話

は
、
調
べ
て
み
て

も
聞
き
ま
せ
ん
。

音
が
聞
こ
え
る
だ

け
と
か
、
音
に
誘

わ
れ
て
自
分
で
川

に
落
ち
る
と
い
っ

た
程
度
で
、
姿
を
見
る
こ
と
は
希ま

れ

な
よ
う
で
す
。
佐

那
河
内
村
史
に
も
、
「
近
く
へ
行
く
と
音
が
消
え
姿

は
見
え
ず
に
遠
ざ
か
る
と
ま
た
音
が
す
る
の
で
恐
ろ

し
く
な
っ
て
帰
っ
た
」と
あ
る
だ
け
で
す
。

　

物
語
と
し
て
の
由
来
は
、
小
豆
が
元（
数
の
言
い

争
い
・
異
物
が
入
っ
た
な
ど
）で
水
に
身
を
投
げ
た
者

の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
悲

し
い
言
い
伝
え
と
は
別
に
、
縁
起
の
良
い
妖
怪
だ
と

す
る
地
方
も
あ
る
よ
う
で
す（
姿
を
見
る
と
娘
が
結

婚
で
き
る
）。

　

そ
の
正
体
で
す
が
、
今
で
は「
動
物
が
出
す
音
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
力
な
動
物
は「
タ
ヌ
キ
や
イ

タ
チ（
が
尾
を
洗
う
音
や
声
）」と「
ヒ
キ
ガ
エ
ル（
が

揺
す
っ
た
り
背
を
擦
る
音
）」だ
そ
う
で
す
。
村
内
で

は
ど
れ
も
沢
山
見
か
け
る
動
物
で
す
。
春
先
な
ら
ヒ

キ
ガ
エ
ル
が
産
卵
す
る
時
の
音
か
も
知
れ
な
い
し
、

タ
ヌ
キ
が
多
い
村
内
で
は
年
中
音
が
す
る
は
ず
で
す

ね
。
そ
う
思
っ
て
音
を
探
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ま

だ
そ
の
音
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

村
内
の
皆
さ
ん
、そ
れ
で
は
夏
の
肝
試
し
に
小
豆

あ
ら
い
の
姿
を
探
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
！

何
か
良
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、く
れ

ぐ
れ
も
一
人
で
は
行
か
な
い
よ
う
に
…　
　
　
（
市
原
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト（
食
生
活
改
善
推
進
員
）の
お
す
す
め
レ
シ
ピ

No.17

《作り方》

《材料（10～12個）》 
　だんご粉…………200ｇ
　塩…………………少々
　ぬるま湯…150～200cc
　あん………………適量
　きな粉……………適量

①だんご粉に塩を混ぜて、ぬるま湯を少
しずつ加え、耳たぶくらいの柔らかさ
に練る。

②好みの大きさに、あんを入れて丸め、
沸騰したお湯で茹でる。

③浮き上がって１～2分後にすくい上
げ、冷水にさっとつけ粗熱を取り、
くっつかない様に広げて水けを取る。

④きな粉をまぶして完成!!

 ★ポイント★　
　団子にあんを入れる時、中身が出てこ
ないようにしっかり包むこと。

お鍋で簡単に作れます♪
遊び感覚でお子さんと一緒に
作るのも楽しいですね!　

　よもぎや抹茶を練り込むと、それぞれの風味が香って美味しいです。
　また、ひな祭りや七夕・お月見などの行事には形を変えたり、竹串に刺したりして応用すること
もできます。色々挑戦してみてください。

あんいりだんご

今日のおやつは
、これにしてね♥

小豆洗いが出現したと思われる場所

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

No.
171

佐
那
河
内
の
妖
怪
話

今月の自然体験活動（要予約）

8/22㈰
10時〜15時 探虫会とインセクタリウム作り④

8/28㈯
13時30分〜15時 森の音楽会②「オカリナ」

9/4･5（土･日）
10時〜15時 炭焼き体験

9/12㈰
10時〜15時 探虫会とインセクタリウム作り⑤

■お申し込み・お問い合わせ先
　ネイチャーセンター（☎679-2238）
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